






























































































































が認められ，CADMに伴う急速進行性間質性肺炎（rapidly progressive interstitial 
pneumonia：RP-ILD）と診断された．ステロイドパルス療法，免疫グロブリン大量静
注療法，タクロリムスにて初期治療を開始された．治療開始後，酸素化・呼吸苦の
改善，CTにて間質影の消退が認められ，RP-ILDは改善傾向にあった．しかし，皮疹，
関節痛は改善乏しく病勢の悪化が懸念されたため，第20病日よりシクロホスファミ
ド間歇大量静注療法を開始された．その後，病勢は増悪することなく改善したため，
第50病日に退院となった．【考察】抗MDA5抗体陽性のCADMに伴うRP-ILDは強力
な免疫抑制療法でも予後不良の疾患である．今後，病態解明と有効な治療法の確立
が待たれる．
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当院での癌終末期症例に対する在宅医療の現状
庄原赤十字病院　内科1）、庄原赤十字病院　訪問看護ステーション2）
◯橋
はしもと
本　直
な お き
樹1）、桝田　裕道1）、廣田　征子2）、島尻　寛人1）、
　藤井久美子1）、本田　清昌1）、小武　瑶道1）、服部　彩佳1）、
　圓山　　聡1）、宮本　　亮1）、瀧川　英彦1）、吉福　良公1）、
　服部　宜裕1）、鎌田　耕治1）、中島浩一郎1）
【はじめに】庄原赤十字病院は市内唯一の総合病院で地域の急性期医療を担っている。
その一方で、当院の周辺には在宅医療を行っている診療所が少ないことから、当院
では在宅医療にも力を入れていく必要がある。院内には訪問看護ステーションがあ
り、外来主治医と連携を取りながら在宅医療を行っている。当院における在宅医療
の在り方について癌終末期症例に焦点を当て考察する。【方法】2015年から2017年に
当院で訪問診療を行った癌終末期症例を集計した。【結果】訪問診療を行った癌終末
期症例は19例であり、平均年齢は79.3歳だった。看取りの場所については、在宅：
14例、入院：4例、紹介元：1例だった。在宅看取り症例では、初回訪問看護日から
死亡までの日数が49.1日であり、初回訪問診療日から死亡までの日数が20.9日だっ
た。入院看取り症例はいずれも往診を行っていたが病状が悪化して入院したケース
だった。全ての症例において在宅中と入院中で同じ担当医が診療を行っていた。【考
察】当院の在宅医療では、最初に訪問看護を導入し、その後に訪問診療を開始した症
例が多かった。主治医は訪問看護ステーションからの情報を基に、訪問診療を開始
するタイミングを判断していたと考える。また、当院における在宅医療の特徴として、
診断時から終末期まで一貫して同じ担当医が診療にあたっている点が挙げられる。
課題としては、土日や夜間などの急変時対応が明確に定まっていない事だ。今後は、
訪問診療を行っている診療所との連携強化を進めると共に、訪問診療に関わるスタッ
フの充実を図る必要があると考える。
